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「おかあさんはね」エイミー・クラウス・ローゼンタール 作 

                                        飯沼小１年 郡司 莞甫 

 

                                           

 この本は、おかあさんにおこられた人とか、けんかをしちゃった人によんでほしいです。

どうしてかというと、この本をよむとおかあさんはこんなふうにおもっているんだな、おか

あさんがいてよかったなとおもえるからです。よむとうれしい気もちになって、おかあさん

があたまにおもいうかびます。 

 ぼくは、おかあさんにおこられたときや、けんかをしたとき、おかあさんはぼくのことが

きらいなのかとおもいます。それから、ぼくはこわくおこられるのに、いもうとはやさしく

おこられるから、そういうときもおかあさんはぼくのことがきらいなんだな、いもうとのほ

うがすきなんだなとおもいます。いもうとはずるいなとおもいます。だけど、この本をよむ

とおかあさんとなかなおりをしたくなります。ぼくのこと、きらいじゃなくてすきなんだと

おもって、ほっとした気もちになります。いやだなとおもっていたいもうとともなかよくな

れます。 

 この本のおもしろいところは、おかあさんがいろんなところにおねがいごとをしている

ところです。かぜやそらにもおねがいごとをしています。ぼくが学校にいっているとき、お

かあさんはたくさん、いろんなところにおねがいごとをしているんだなとおもいました。な

んだかおもしろいなとおもいました、 

 それから、ぼくがいるときにはおねがいごとをしないのに、ぼくがいないときだけおねが

いごとをするのがふしぎだなとおもいました。だけどおかあさんは、ぼくがおとなになって

おとうさんになってからこの本をよめば、そのふしぎがわかるよといいました。はやくおと

なになってよんでみたいなとおもいました。 

 ぼくのように、おかあさんにおこられたり、けんかしたりして、おかあさんのことがきら

いになった人やかなしい気もちになった人にぜひこの本をよんでほしいです。ぼくみたい

になかなおりができるとおもいます。かなしい気もちがなくなってうれしくなるから、いろ

んな人によんでほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

講評  

おかあさんの色々なお願い事を知ることができてよかったですね。みんなにも嬉しくなっ

てほしいという気持ちが伝わってきます。 
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「火曜日のごちそうはヒキガエル」ラッセル・Ｅ.エリクソン 作 

                                      飯沼小２年 嶋田 圭 

 

 

 ぼくは、パパとみなさんにおすすめしたい本があります。その本は、姉の八さいの誕生日

にママが買ってあげたもので、二人とも気に入っていました。ぼくも気に入っています。ま

だ、読んでいないパパやみなさんにも読んでみてほしい本です。 

 それは『火曜日のごちそうはヒキガエル』という本です。火曜日はミミズクのジョージの

たん生日で、その日のためにごちそうとしてジョージがつかまえてきたのが、ヒキガエルの

ウォートンです。 

 二ひきの会話やようすに、ぼくはハラハラしたり、あたたかい気もちになったりしました。

友だちなんかひつようない、と言っていたジョージの気もちが、かわるのかな、かわるとい

いな、と思いながら読みました。 

 たん生日まではあと六日です。 

  ジョージが出かけている間、ウォートンはにげ出す方ほうを考えますが、ジョージのおう

ちは木の高いところにあるので、かんたんにはにげられません。 

 ジョージが帰ってくると、二ひきはいろいろ話してすごしました。ジョージが、かりのこ

とや、空からながめている時のことを話すと、ウォートンは、む中で聞きました。ウォート

ンが兄弟との話をしてわらうと、はじめてジョージもわらっていました。今まで友だちがい

なくて名前がひつようなかったミミズクにジョージと名前をつけたのもこの時です。 

 夜にはお茶をのみながら、もっと話をしました。ウォートンは自分たちが友だちのように

かんじる時もありました。 

 でも、火曜日の前の夜はおたがいだまったまま、ついに火曜日がきてしまいました。 

 ウォートンがあきらめて、ジョージがいつ帰ってくるかと思っていた時、知り合いのネズ

ミがあなを作ってたすけにきてくれました。ぼくはウォートンがにげられて安心しました。

でもジョージのことを考えるとさびしいような気もしました。 

 そして、いよいよジョージのおうちからどんどんはなれていくと中、きつねにかまれてい

るジョージを見つけてしまいます。ウォートンはたすけたい気もちになります。さてどうす

るでしょう？ 

 『火曜日のごちそうはヒキガエル』はハラハラしたり、あたたかい気もちになったりしな

がらむ中で読みました。みなさんも、ウォートンとジョージの六日間を、二ひきがどうなる

かドキドキしながら読んでみてください。 

 

 

講評 

「ウォートンはジョージを助けるのか。友だちとは何か。」読んでみたくなりました。 

ストーリーも上手にまとめられています。 


